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 当調査研究は、日本の医療システムの現状と課題、改革の方向性等について、医療の質の向上

と安全確保を中心に利用者の立場から調査研究・議論を重ね、04年11月に報告書をまとめた。 

 即ち患者・国民のための医療改革を進めるための１２の提言を行い、また総論では、「医療資

源の効率的な利用を進める上で、医療機関の機能分化を図りつつ、一定の秩序ある受療を促進す

る必要がある」とした上で、患者・国民本位の良質で効率的な医療を普及・発展させるための取

り組みとして、次の3つの視点をあげた。(1) 患者の医療選択のための、医療機関や医療について

の適切な情報提供の促進、(2) インフォームド・コンセントを徹底するとともに、診療情報の提

供や根拠に基づく医療（ＥＢＭ）を推進し、かつ安全で安心できる医療管理体制を構築する、(3) 

国民自らが健康に対する自覚を高め、日常的な健康づくり・疾病予防に努めるとともに、地域に

おける医療の質の向上と効率化のための取り組みに積極的に参加する。 
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